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質的研究における分析と解釈（II）
──日記の書き手からみた社会的世界──






































































































































日記は弘安が 18歳の明治 39年（1906年）の元旦から昭和 47年（1972年）の晩年まで書

































































































































































































































・親族〉，〈職人社会〉，〈近隣・仲間〉の領域が重なっている。この 3者は A. シュッツの直接
世界（Umwelt）に対応し，〈一般社会〉は同時世界（Mitwelt）に対応する。データは大正 2




















正 6年 11月 11日に除幕式にこぎつけるが，中越先生建碑については日記記述のなかでも紆
余曲折がみられ，大正 10年 2月 18日を最後に建碑に関する記述がみられない。その後，中











































寄る」という記述が散見される。21歳（明治 42年）から 24歳（大正元年）まで毎年 6回な
いし 7回の訪問が記述され，梅澤先生と歓談している記述がみられる。ただし，大正元年 9
月 20日以降，しばらく訪問の記述がなくなる。再び，梅澤宅への訪問が記述されるのは大正





る。大正 5年 8月 27日に梅澤先生の墓を作る会合の記述，大正 6年 2月 19日に石碑建立の
話題が記述され，同年 6月 6日から募金開始，6月 24日に建碑予算案を立て，8月 11日の建
表 3 中越先生建碑データ抽出群（一部抜粋）



































































































































































談す 来會者ハ並木町の岡部君 白寺寺町の野市君 富本町
















































生建碑事業は当初から「主な人か来ない」会合であり（大正 5年 11月 2日），選挙のための
募金中断があり（大正 6年 3月 24日），石碑から銅像への変更案が出され（大正 6年 8月 7
日），銅像変更案で意見が分かれたり（大正 6年 9月 4日），紆余曲折の経緯をたどる。同窓
生からの協力が得られないことへの心配（大正 7年 5月 16日）や，同窓生 4人で一時中断す
ることに決めたことが記述されている（大正 7年 10月 20日）。その後，大正 8年と大正 9年
の元旦に弘安は建碑実現の意欲を述べているが，大正 10年 2月 18日に同窓生 5名で新たに
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